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遺伝子情報分野 

平井啓久（教授），今井啓雄（助教授） 

中村伸（助手），淺岡一雄（助手） 

光永総子（教務補佐員） 

平井百合子（技能補佐員） 

橋本寛之，出井早苗，早矢仕みか（技術補佐員）

和田晃（受託研究員） 

田中美希子，Jeong,A-Ram，村田貴朗（大学院生） 
 

＜研究概要＞ 

A-1）テナガザルの高染色体変異維持機構の探索 

平井啓久 
テナガザル類はほ乳類のなかで最も多くの染色体

変異を蓄積している．それはマカク類の 17倍にもなる．
その機序を解明する緒として，マカク類とテナガザルの

減数分裂太糸期の核サイズを計測した． 
 

A-2）テナガザル類の系統地理学 

平井啓久, 早野あづさ（非常勤研究員）  
平井百合子，Hery Wijayanto （ガジャマダ大
学講師），DyahPerwitasari-Farajallah （ボゴー
ル農科大学講師）, Yong Hoi Sen （マラヤ大学
名誉教授），桐原陽子（いしかわ動物園） 

スマトラとマレー半島のテナガザル類の系統地理

学を解析する目的で，昨年に引き続きスマトラ由来のシ

ロテテナガザル，フクロテナガザル，アジルテナガザル

の血液試料を収集し染色体と DNA精製をおこなった．
国内で見つかったテナガザルの属間雑種

（Hylobates/Nomascus）個体の染色体解析から両親の種
を推定した． 

 

A-3）ヨザルの染色体変異の解析 

平井百合子, 釜中慶朗, 兼子明久，森本真弓
（人類進化モデル研究センター）, 平井啓久 

染色体数の異なる異種間雑種個体に生じた染色体

変異の形成機序を，染色体顕微切断技術を用いて行った．

相互転座，トリソミー等のメカニズムが明らかになりつ

つある． 
 

A-4）チャイロキツネザル種間雑種集団の生態学的およ
び遺伝学的研究 

田中美希子, 田中洋之（集団遺伝分野）, 平井
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啓久 
本研究は，マダガスカルのベレンティ私設保護区に

生息するチャイロキツネザル雑種集団の生態学的およ

び遺伝学的特徴を明らかにすることを目的としている．

今年度は，この集団の雑種化の状況を調査するため， マ
イクロサテライト DNA 分析をおこない，雑種集団とそ
の創始者である 2種の純粋集団を比較した結果をまと
めた．また，生息地利用と社会構造についての分析結果

をまとめた論文を投稿し，ウェブ公開された（2007年
中に雑誌に掲載予定）． 

  

A-5）新世界ザルにおける Y染色体特異的 DNAプロー
ブの作製と解析 

村田貴明, 平井百合子，今井啓雄, 平井啓久 
矮小化した新世界ザルの Y染色体の進化を解析す

る目的で，染色体顕微切断法を用いて 5種（コモンマー
モセット，ワタボウシタマリン，コモンリスザル，フサ

オマキザル，ケナガクモザル）の Y染色体特異的プロ
ーブを作製した．そのプローブを用いて 5種間相互の反
応特性を解析した． 
 

B) 霊長類の感覚に対する分子レベルからのアプローチ 

今井啓雄 
様々な霊長類の主に視覚・嗅覚などの受容体の生物

物理化学的理解を目指し，遺伝子クローニングとタンパ

ク質発現による機能解析を行った． 

 

C-1) 霊長類機能遺伝子の網羅的発現プロファイルに関
する研究 

中村伸, 光永総子, 出井早苗, Jeong,A-Ram 
i) 霊長類の機能ゲノム特性を明らかにする一環と

して，ヒトとマカク類の種特異的およびマカク類での発

達・加齢（胎仔期，新生仔期，成熟期，老齢期）に伴う

主要機能遺伝子の発現プロファイルを比較検討してい

る． 

ii) カニクイザルにおいて SRV-D感染時に，
Th1/Th2サイトカインとその受容体について，遺伝子発
現および血中タンパク質レベルでの亢進が見られた（ジ

ョン・アラム）（高野 淳一朗，藤本浩二 (予防衛生協会)

らとの共同研究） 

 

C-2) 霊長類でのバイオメディカル研究 

中村伸, 光永総子, 出井早苗 

サルモデルを活用した以下のバイオメディカル研

究を展開している． 

i) ディゼル排気微粒子成分などナノ粒子の安全

性・生体影響に関するゲノム・バイオメディカル研究を

展開している．(武田健（東京理科大学薬学部），菅又昌

雄（栃木臨床病理研究所）らとの共同研究) 

ii) 疾病（ガン・糖尿病）個体における特定機能遺

伝子の探索など，疾病に関わるゲノムイベントを検討し

ている． 

iii) 機能性食品（イヌリン，ダイズ成分など）体

調機能・作用の分子基盤解析を通じて，そのハイスルー

プト評価試験系の確立を進めている． 

ⅳ) 腸内細菌叢（フローラ）の動態について糞便を

用いた PCR解析法を検討している． 
 

C-3) サルＢウイルスおよび関連ヘルペスウイルスに関
する研究 

光永総子, 中村伸, Richard Eberle（オクラホ
マ大） 

HVP2-ELISAの改良法を確立し，飼育下マカクサル
のストレス負荷に伴う BVの再活性化について検討し，
移送，ケージ替および繁殖期（放飼場）における BVの
再活性化の可能性を示した． 

 

C-4) 組織因子（Tissue Factor : TF, CD142）に関する分
子細胞生物学的研究 

中村伸 

TF遺伝子発現の低酸素応答（hypoxia response）
やエピゲネティック調節などについて，細胞株あるいは

末梢血白血球を用いた解析を進めている． 

 

D-1）霊長類の胎生期における分子発現および転写調節
の研究 

淺岡一雄, 早矢仕みか，釜中慶朗（人類進化モ
デル研究センター），鈴木樹理（人類進化モデ

ル研究センター），脇田真清（行動発現分野） 
環境化学物質の霊長類への影響は胎生期に特に大

きいことが知られた．このため，霊長類の胎生発達期に

おける分子発現や転写調節を明らかにするためにグロ

ビン分子および転写因子などの核酸プールについて調

べ報告を行った． 
 

D-2）植物エストロゲンの癌細胞や骨代謝への生理的影
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響の研究 

淺岡一雄, 早矢仕みか，濱田穣（形態進化分野) 
タイのチュラルンコン大学の研究者との共同研究

において植物成分ゲニスタインの癌細胞への影響およ

びタイ薬草の骨代謝への影響を研究している．タイ薬草

の植物成分は骨細胞の減少を防ぐ効果を示し論文にま

とめた． 
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